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序

高知県教育委員会では,建 設省四国地方建設局の委託 を受けて昭

和61年 度か ら継続 して中筋川の河川改修に伴 う緊急発掘調査を実

施 してきてお りますが,平 成3年 度より(財）高知県文化財団埋蔵文化

財センターの開設に伴い,高 知県文化財団が高知県教育委員会 より

再委託 を受け実施 しました。

本書は,平 成元年度から3年 度にかけて調査を実施 しました具同

中山遺跡群の調査のうち,平 成3年 度分の成果をまとめたものです。

縄文時代から近世までの複合遺跡として,県 内でも貴重な資料 を得

ることができました。特 に古墳時代の祭祀跡や,中 世の集落及び土

壙墓等が検出され,古 墳時代の祭祀遺物や土壙墓からの中国産の青

磁碗等,遺 跡の性格 を窺わせる資料 も出土 しています。この報告書

が埋蔵文化財の保護 ・保全,更 には今後の考古学研究の一助 となれ

ば幸いと存 じます。

最後にな りましたが,発 掘調査の実施や報告書の作成にあたって

は,建 設省四国地方建設局の埋蔵文化財に対する深い御理解 と御協

力を賜 ったことに心から謝意を表するとともに,関 係各位から寄せ

られました多大な御指導 と御協力に対 し,厚 く御礼 申し上げます。

平成4年3月

(財)高知県文化財団埋蔵文化財セ ンター

所 長 小 橋 一 民





例 言

1.本 書は,中 筋川の河川改修工事に伴 う埋蔵文化財 － 具同中山遺跡群の平成3年 度発掘調

査報告書である。

2.調 査 は,建 設省四国地方建設局より,高 知県教育委員会が委託を受け,(財)高知県文化財団

埋蔵文化財セ ンターが実施した。発掘調査期間は,平 成3年5月9日 から平成3年10月24

日まで,出 土遺物整理作業及び報告書作成は平成3年 度に実施 した。

3.調 査体制は次のとお りである。

調 査 員

〃

〃

調査補助員

庶 務

〃

江戸 秀 輝

前 田 光 雄

松 田 直 則

藤 方 正 治

山﨑 浩

三 浦康 寛

(高知県文化財団埋蔵文化財センター調査員)

(〃)

(〃)

(高知県文化財団埋蔵文化財センター調査補助員)

(高知県文化財団埋蔵文化財センター事業課長)

(高知県文化財団埋蔵文化財センター主事)

4.本 報告書の作成及び編集は高知県教育委員会 ・(財)高知県文化財団埋蔵文化財センターが行

った。編集実務については藤方が行い,本 文執筆は江戸 ・藤方 ・前田がそれぞれ分担し,文

末に執筆者名を記 した。

5.出 土遺物の写真図版中の番号 については,実 測図の番号 と一致 している。

6.遺 構 については,祭 祀跡 と考えられる集中地点をSF,土壙 をSK,掘 立柱建物跡 をSB,

溝状遺構をSDで 表示 した。

7.報 告書に掲載の縮尺率は,そ れぞれに示 した。高度値は海抜高であり,方 位は磁北である。

8.出 土遺物,そ の他の関係資料は,高 知県文化財団埋蔵文化財センターにおいて保管してい

る。

9.現 場作業員並びに整理作業員は以下に記 したとお りである。

現場作業員

大久保友春

岡本寿美子

桑 原 照 美

布 ツ ル キ

林 延 子

岡 上 悦 美

岡 本 弘 美

瀬 尾 操

布 陽 子

前 田啓 子

岡 上 孝 子

岡 本 光 子

地 引博 司

野並 櫨

正 木信 邦

岡上 瑞 枝

沖 和 子

長 崎 桂 子

橋 田逸 於

松 本 俊 彦

岡 上 定 美

尾 崎 幸 美

中 山 米 尾

浜 田 昌 一

岡 本 末 広

柿 葉 常 男

中 山 末 子

浜 田 穣

整理作業員

井 上 博 恵

浜 田雅 代

山本裕美子

臼 木 由 里

松 木 富 子

吉 本 睦 子

大 原喜 子

矢 野 雅

西 内宏 美

小 松 経 子

山中美代子

竹 村 延 子

山本 利 恵

中 西 純 子

山 本 典 代

－i－



1O. 調査にあたっては,建 設省四国地方建設局中村工事事務所及び第一出張所,中 村市教育委

員会の御協力をいただいた｡ま た,以 下の諸氏から御協力･御 助言をいただいた｡記 して感

謝 したい｡

岡 本 健 児･木 村 剛 朗･曽 我 貴 之･出 原 恵 三･廣 田 佳 久･森 田 尚 宏
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報 告 書 要 約
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遺 跡 名

所 在 地

立 地

種 類

調査主体

調査契機

調査期間

調査面積

検出遺構

出土遺物

内容要約

具同中山(ぐ どうなかやま)遺跡群

遺跡番号070052遺 跡地図No.22-46

高知県中村市具同中山1254-6

中筋川下流域左岸 沖積地 標高1～5m

縄文時代(遺 物包蔵地)。 弥生～古墳時代(祭 祀跡)。 奈良～平安時代(遺 物

包蔵地,集 落跡)。 鎌倉～室町時代(遺 物包蔵地,集 落跡)。

(財)高知県文化財団埋蔵文化財センター ・高知県教育委員会

中筋川河川改修

1991年5月9日 ～同年10月24日

2,600m2

(弥生時代)焼 土 ・炭化物集積地点を中心 とする祭祀跡数基。(古 墳時代)祭

祀跡3基 。(中 世)SB8棟,SD2条,土壙 墓2基,柱 穴200個 。(近 世)集

石遺構1基,石 列遺構1基 。

(縄文時代)晩 期深鉢 ・打製石斧。(弥 生時代)前 期高杯 ・壼・甕 ・甑。(古

墳時代)土 師器の甕 ・壼・高杯,須 恵器の甕 ・★・杯 ・高杯,手 捏ね土器,土

製の勾玉 ・鏡,滑 石製の臼玉,石 器など。(古 代 ・中世)土 師器の皿 ・杯 ・椀 ・

鍋 ・羽釜,青 磁碗,白 磁碗,石 鍋,常 滑焼の甕など。

今回の調査は1989年 度から実施されて来た調査の最終年度に当 り,縄 文時代

から中世に亘る良好な資料を得た。縄文時代の遺物は,打 製石斧 ・台石 ・晩期

の深鉢であり,標 高1.5m付 近からの出土である。弥生時代の遺物では,前 期

の綾杉紋 を持つ高杯が出土してお り,古 いものは単独で,又,新 しいものに付

いては焼土や炭化物 と共に出土する傾向にある。古墳時代の祭祀跡はSF19～

21の3ケ 所が存在する。SF19は,須 恵器 を中心とした祭祀跡であるが遺物は

散在 してお り,祭 祀の縁辺部であると考えられる。SF20・21は,土 師器 を中

心 とする祭祀跡であ り,標 高3.5m付 近で検出された。古代 ・中世の遺物の多

くは標高4.5m付 近の遺物包含層2層 からの出土であり,遺 構は調査区の北西

部分で200個 に及ぶ柱穴群等を検出 した。柱穴群に南接する土壙墓は火葬墓と

考えられ,鎬 蓮弁紋 を持つ青磁碗が4個 体,他 に土師器鍋,白 磁碗などが出土

している。

－iii－
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第1章 調査の方法 と経過

1)調 査の方法

平成元年2年 度調査 に引き続き,平 成3年 度の具同中山遺跡群発掘調査 を実施 した。本年度

調査 においては,本 年度調査対象区の西端,上 流側 より仮称1区,2区(1区,2区 は隣接する),

平成元年 ・2年度の調査区の北部分を3区 として発掘区を設定 し,発 掘調査 を行 う。

本年度調査区1・2・3区 の遺物取 り上げや遺構の実測は,昭 和61年 度に実施 した具同中山

遺跡群発掘調査の際に設けた トラバースポイントを基準に,新 たにトラバースポイン トを設定

し,ま ず20×20m方 眼を組み,南 北をアルファベ ット,東 西を数字で表 し,さ らに4×4m

方眼に分けて行った(第1図)。

発掘調査は表土を重機により除去 し,中 世の遺物包含層面まで掘 り下げを行い,遺 物包含層

確認後は人力による掘 り下げを行 う。遺物は出土地点とレベルの測量を行い,図 化及び写真撮

影を行 う。遺構は検出後,柱 穴跡は半截 し,土 層堆積状況を観察 した後,完 掘 し平面図を作成

し写真撮影を行った。溝状遺構等については数カ所ずつ土層堆積状況を測量,図 化 し,写 真撮

影を行った。各調査区,遺 構検出面において,そ れぞれの遺構完掘後に全景写真を撮影 した。

2)調 査の経過

発掘調査は1・2区 については,中 世の遺物包含層面及び遺構は柱穴 ・土壙墓 ・溝跡を検出

した。測量,写 真撮影等諸調査完了後,中 世の検出面の下層で,古 代の遺物包含層面 を確認し,

中世同様調査後,さ らに下層の確認作業を行った。掘 り下げの結果,古 墳時代全般の遺物包含

層面 を確認 し,そ の出土遺物には祭祀に用いられたと思われるものが多 く,そ れより祭祀跡2

カ所 を確認した。遺物出土状況を測量,図 化 し,祭 祀跡を明確にし,写 真撮影後遺物を取 り上

げた。さらに下層 より,弥 生時代後期から古墳時代初頭の遺物包含層面を確認 した。他の時期

同様調査後,下 層に掘 り進んだところ,1区 より,縄 文時代晩期の土器片 と石斧が出土 した。

以上の結果,検 出遺構面については4面 が確認されたこととなる。

3区 については,1・2区 同様,ま ず,表 土を重機により除去 し,中 世の遺物包含層面及び遺

構の検出作業を行うが,同 時期の遺物及び遺構は検出されず,古 代について も同様であった。

さらに下層より,古 墳時代の遺物包含層面を確認 し祭祀跡1カ 所を検出 した。測量,写 真撮影,

遺物取 り上げ後,古 墳時代の検出面の下層を調査 したが,遺 物 ・遺構共に検出されなかった。

発掘調査面積は2,600m2 である。調査完了区については埋め戻 しを行い,随 時整理作業を

行い本書の作成にあたった。(江 戸)
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第1図 調査区グリッ ド設定図
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第2章 基 本 層 序

1991年 度の中筋川の発掘調査区における,基 本層序は大 きくⅠ層からⅨ層迄分 けることが

で きる(第2図)。 この内遺物 を包含 していた層は,Ⅲ ・Ⅳ ・Ⅴ・Ⅶ・Ⅸの各層であり,明 確

な遺構が確認できたのは,Ⅴ層 とⅦ層であった。以下それぞれに付いて少 し詳 しく見てい く。Ⅰ層

・Ⅱ層 近 ・現代の耕作 に関わるものである。

Ⅲ層調査区の北側では層序図に見る様に明らかな堆積をみるものの,南 へ行 くに従い近 ・

現代耕作に伴 う削平によって極 く薄い状態で検出された。遺構等は確認 されず,出 土遺物より

中世遺物の包含層 と思われる。明褐色土層である。

Ⅳ層この直下のⅤ層 を基盤とする遺構の埋土はこの層を基本とする。中世の遺物を多 く含

む。暗褐色土層である。

Ⅴ層この層の上部で柱穴を中心とした遺構群を検出した。段階的に幾度か生活面が存 した

ものと考えられるが,断 面では観察で きなかった。中世の遺物 を多 く含む。黄褐色土層であ り,

締 りがあ り粘性がなく,茶 褐色の斑点を多 く含む。

Ⅵ層この層と下のⅦ層 の境は明確でなく,色 調 も場所によって若干違いが認められた。灰

褐色土層であ り,締 りがあり粘性 もあり,鉄 分を多 く含む。

Ⅶ層 古墳時代祭祀跡,弥 生時代祭祀跡を検出 したのはこの層である。前者は標高3.50m

において,後 者は標高3.OOmで 検出 した。青灰色粘質土層であり,締 りがあ り粘性 も強い。

Ⅷ層 遺物等は確認されなかった。色調はⅦ層 に較べてやや黒色を帯び,粘 性 も強い。厚 さ

は調査区中央部で約50cmを 測る。

Ⅸ層縄文晩期土器破片や打製石斧,台 石 を検出したのは標高1.50m附 近であった。緑色

を帯びた青灰色シル ト層である。

調査区の西側は中筋川の旧河道内に当るためか,上 に示す様な層の堆積状況は確認できなか

った。(藤 方)
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第2図 北壁セクション
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第3章 遺 構 と遺 物

第1節 縄文時代

1)出 土状況(第3図)

今回の調査で検出した遺構及び遺物で最 も標高が低い部分からの ものは,焼 土跡 と縄文晩期

土器片であ り,標 高1.46mか らの出土であった。直径O.5～1mの ほぼ円形を呈 して検出され

る焼土 と炭化物の集積地 もⅨ層 の標高1.50m周 りに存在 した。調査区の北端におけるⅨ層 内

から台石 として使用されたと考えられる40cm大 の平 らな石 も検出されている。(藤方)

2)出 土 遺物(第4図1,2)

1は 縄文時代晩期の刻 目突帯文土器である。胴部の曲折部に突帯 を施 し,突 帯上に刻 目を入

れる。外面にはやや粗い条痕がみられ,内 面はナデる。中村市中村貝塚を標式 とする晩期後半

の中村Ⅱ式に相当するものと思われる。

2は 撥型を呈する打製石斧である。全長14.2cm,最 大幅7.8cm,最 大厚2.6cmを 測る。

裏面は大 きく打ち欠 き,平 坦面 を利用 し,表 面は右側縁を数度に亘 り敲打 し,左 側縁は大きく

敲打 した後,僅 かに調整するのみである。刃部は広 く中央部を大 きく敲打 し,左 右 を数回敲打

調整刃部を作出している。石質は頁岩製か。(前 田)

第2節 弥生時代

1)出 土状況(第3図)

古墳時代の祭祀跡に匹敵する規模 を持つ祭祀跡はⅦ層下部以下では確認できなかったが,祭

祀の痕跡は多 くの資料を得る事がで きた。先ず,焼 土及び炭化物は直径50cm程 のほぼ円形を

呈 して,標 高1.50m周 りから検出されている。弥生時代 の出土遺物で最も深い ものは標高

2.24mで 出土 した弥生中期の甕である。炭化物等の集積で時期が確定できるのは,標 高2.51

mか ら弥生土器の高杯 を伴って検出されたものである。以降,標 高3m付 近迄炭化物のみ,焼

土のみ,焼 土 と炭化物それぞれの集積地点が数多 くみ られ,標 高3.20mで2ヶ 所の弥生土器
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を伴 う祭祀跡 を確認する。

一つはL25-14
,L25-19グ リッドを中心 に出土 した弥生土器の甕と20cm大 の河原石,

そして,そ れらに隣接 して直径1mの ほぼ円形を呈 した焼土 と炭化物の集積が4ヶ 所ある。炭

化物の中に土器 を含むものも存在 した。

もう一ヶ所はL26-18,19グ リッドで検出された弥生土器を伴 う集石である。石は河原石で

最大でも10cm大 である。直径1mの ほぼ円形の範囲内に石を敷 き詰めた状態で検出され,周

辺に弥生土器の甕,甑 等を出土 している。(藤方)

2)出 土遺物(第5～7図3～43)

3は 高 杯 の脚 部 で あ る。調 査 区 西 部 のL25-16グ リ ッ ドの標 高2.515mか らの 出 土 で あ る。

脚 部 か ら杯 部 へ の 変 換 点 に,刷 毛 状 工 具 に よ る綾 杉 紋 を施 した 断面 三角 形 の 小 突 帯 を廻 らす 。

また,脚 部 内 面 に は半截 竹 管 に よ る押 圧 痕 を留 め る。

4～12は 甕 で あ る。4はL26-20グ リ ッ ドの 第Ⅶ 層 か らの 一 括 出 土 で あ る。 直線 的 に外 上 方

に向 う 口縁 部 と外 面 に施 され た細 か な刷 毛 目を持 つ 。5はL25-15グ リ ッ ドの 標 高3.205mか

らの 出 土 で あ る。 頸 部 か ら大 き く外 反 し短 い 口縁 部 が 付 く。6はL25-12グ リ ッ ドか らの 出土

で あ る。 粘 土 帯 を貼 付 し肥 厚 した 口縁 部 を持 つ 。7～9はL25-14グ リ ッ ドか らの 出土 で あ り,

標 高 は それ ぞ れ3.177m,3.21m,3.178mで あ った 。7・8は 緩 や か に外 反 す る 口縁 部 を持 つ 。

9は 直 線 的 に外 上 方 に 向 う口縁 部 を持 つ 。10・11は 共 にL26-12グ リ ッ ドか ら の 出土 で あ り,

標 高 は10が3.354m,11が3.19mで あ っ た。 両 者 共,口 縁 部 は外 面 に粘 土 帯 を貼 付 し肥 厚 す

る。12は 調 査 区西 部 の 第Ⅶ 層 か ら出土 した 。 頸 部 か らや や 外 反 す る 口縁 部 を持 つ 。

13～16は 甕 か壼 の 底 部 で あ る。13はL26-17グ リ ッ ドの 標 高3.324mか ら出 土 した 。 粗 い

原 体 に よる刷 毛 目を持 つ 。14はL25-14グ リ ッ ドの標 高3.172mか ら,15はL26-4グ リ ッ

ドの標 高2.818mか ら の 出土 で あ る。16はL25-15グ リ ッ ドの 第Ⅶ層 か ら一 括 出土 で あ り,

体 部 下 端 に篦 状 工 具 に よ る圧 痕 を残 す 。

17～19は壼 で あ る。17は 口縁 部 の 破 片 で あ る。L25-14グ リ ッ ドの標 高3.207mか ら の 出

土 で あ る 。 口縁 端 部 は外 側 に粘 土 帯 を貼 付 し肥 厚 す る。18はL25-14グ リ ッ ドの 標 高3.175

mか らの 出 土 で あ る。 明褐 灰 色 を呈 し,体 部 中 位 外 面 に煤 が付 着 す る 。19はK25-20グ リ ッ

ドの 標 高3.052mか らの 出土 で あ る。 大 き く開 く口縁 部 を持 ち,口 縁 端 部 に は粘 土 帯 を貼 付 し

上 下 に肥 厚 す る。 こ の粘 土 帯 の外 面 に は刷 毛 目,内 面 に は刻 み 目が 施 され る。

20は 小 型 の 甕 で あ る 。L25-19グ リ ッ ドの標 高3.168mか らの 出 土 で あ る。 口縁 部 直 下 に

頸 部 を有 す る。 内外 面 に撫 で 調 整 を施 し,端 整 な仕 上 が りを 示 す 。21は 鉢 と考 え られ る。 底

部 が 欠損 して い る。L26-4グ リ ッ ドの標 高2.815mか らの 出土 で あ る 。体 部 は内 湾 ぎみ に立

ち上 が り,口 縁 端 部 は丸 く収 め る 。
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22～24は 甕 か壼 の 底 部 で あ る。何 れ も調 査 区 中央 部 南 で 検 出 され た 祭 祀 遺 構 と思 わ れ る小

石 の 集 中 部 分 か らの 出 土 で あ る。22・23は 共 にL26-19グ リ ッ ドか ら,24はL26-18グ リ ッ

ドか らの 出 土 で あ る。 標 高 は23が3.057mで あ り,24が3.019mを 測 る。22～24の 内外 面 に

は煤 の 付 着 を見 る。

25～35は 甕 で あ る。25・28・33は 粗 い刷 毛 原 体 に よ る調 整 を,外 面 で は縦 方 向 に,内 面 で

は横 方 向 に施 した もの で あ る。25はL24-10グ リ ッ ドの 第Ⅶ層 の 一 括 出土 で あ る。28はL26

-19グ リ ッ ドの標 高2 .953mか ら,33はL26-18グ リ ッ ドの 標 高3.019mか らの 出土 で あ る 。

26はL25-14グ リ ッ ドの標 高3.195mか らの 出土 で あ る。 こ れ は 体 部 上 位 で丸 く内 湾 し頸 部

で 大 き く外 反 して 口縁 部 で 開 く もので あ る。27はL25-9グ リ ッ ドの 標 高3.295mか らの 出土

で あ る。 体 部 は内 湾 ぎみ に立 ち上 が り,内 面 に は篦 状 工 具 に よ る 撫 で を施 す 。29はL26-10

グ リ ッ ドの 標 高3.257mか らの 出土 で あ る。 底 部 は 中央 で や や 下 方 に膨 らん だ平 坦 面 を呈 し,

内 外 面 ほ ぼ 全 域 に刷 毛 目 を施 す 。30はL25-9グ リ ッ ドの標 高3.198mか らの 出土 で あ る 。 内

面 に成 形 時 の粘 土 帯接 合 痕 と指 頭 圧 痕 を留 め る。31はL26-17グ リ ッ ドの標 高3.302mか ら

の 出 土 で あ る。 外 面 に粗 い 刷 毛 目を施 し,体 部 下 位 よ り口縁 部 に至 る まで 煤 の付 着 部 を見 る 。

32はL26-17グ リ ッ ドの 標 高3.337mか らの 出土 で あ る。 最 大 径 を 口縁 部 に持 ち,体 部 外 面

中 位 以 上 に煤 が 付 着 す る。34は 調 査 区東 部 か らの 一括 出土 で あ る。 灰 白 色 を呈 し,体 部 外 面

中 位 以 上 に煤 の付 着 部 分 を見 る。35はL26-18グ リ ッ ドの標 高2.964mか らの 出 土 で あ る 。

口 縁 部 を欠損 して い る。 内 面 に成 形 時 の粘 土 帯 接 合 痕 と指 頭 圧 痕 を留 め,体 部 外 面 の下 位 か ら

頸 部 に か け て煤 が 付 着 す る。

36は 甑 で あ る。L26-19グ リ ッ ドの標 高2.919mか らの 出 土 で あ る。 形 態 は 同 時 期 の 甕 と

同 じで あ るが,底 部 に直 径5mmの 穴 が 穿 た れ て い る 。甑 と して 形 成 され た もの で は な く,本

来 甕 と して 形 作 られ た もの に穿 孔 を施 した もの で あ る 。体 部 外 面 に は下 位 か ら煤 の付 着 が見 ら

れ 上 位 に まで 達 す る。

37～39は 甕 か壼 の底 部 で あ る。37はL26-19グ リ ッ ドの 標 高2.91mか らの 出 土 で あ る 。

体 部 下 位 で外 上 方 に大 き く開 く,外 面 に は 下位 か ら煤 が 付 着 す る。38はL26-18グ リ ッ ドの

標 高3.019mか らの 出 土 で あ る。 平 坦 な底 部 は 中央 部 分 で 下 方 にや や 膨 む。 体 部 外 面 下 位 に煤

の 付 着 を見 る。39はL25-10グ リ ッ ドの標 高3.23mか らの 出 土 で あ る。 底 部 の平 坦 面 は小 さ

く,体 部 は内 湾 ぎみ に外 上 方 に立 ち上 が る。

40は壼 の 頸 部 で あ る。L25-9グ リ ッ ドの標 高3.213mか らの 出土 で あ る。 頸 部 外 面 に斜 格

子 の刻 み 目 を施 した突 帯 が 付 く。41は 甕 で あ る。L26-12グ リ ッ ドの標 高3.045mか らの 出 土

で あ る。 内外 面 に粗 い刷 毛 原体 に よる調 整 を施 し,頸 部 内面 に は篦 削 り痕 を留 め る 。42は 鉢 で

あ る。 平 坦 な底 部 の端 は 丸 味 を帯 び 内 湾 す る体 部 へ と続 く。 体 部 外 面 に 叩 き 目 を施 す 。43は 体

部 下 位 が底 部端 か ら大 き く外 上 方 に 開 くこ とか ら壼 の底 部 と考 え られ る。L25-13グ リ ッ ドの

標 高3.184mか らの 出 土 で あ る。 体 部 下位 に煤 の付 着 部 分 や赤 変部 分 が 見 られ る。(藤 方)
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第4図 縄文時代遺物実測図

第5図 弥生時代遺物実測図(1)
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第6図 弥 生 時 代 遺 物 実 測 図(2)
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第7図 弥生時代遺物実測図(3)
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第3節 古墳時代

1)出 土状況

古墳時代の祭祀に関わる遺物が集中 して出土 したのはⅦ層(青 灰色粘質土)の 上部であ り,

標高4.50m付 近である。古墳時代の土師器 を中心 としたものと,須 恵器 を中心 としたものと

に分けることができる。前者にはSF20とSF21が 属 し,後 者にはSF19が 属する。

SFl9(第8図)

拡 張 調 査 区 で 検 出 した遺 物 群 をSF19と し,E33-17,23グ リ ッ ドを中 心 に 出土 した。 須 恵

器 の壼,坏,★ を 中心 と した祭 祀 と考 え られ る 。 遺物 の 出 土 状 況 は,個 体 と して 纏 ま っ て い る

もの の,明 確 な祭 祀 跡 を呈 して は い な い 。南 側 で検 出 され た 祭 祀 の 縁 辺 に 当 る もの と考 え られ

る。 標 高 は概 ね4.60mで あ り,焼 土 や 炭 の集 中部 分 は認 め られ な か った 。

SF20(付 図)

調 査 区 の西 部 で 出土 した 遺 物 で構 成 され る。 祭 祀 と して の明 確 な土 器 の集 中 や焼 土 及 び 炭化

物 の 集積 は な か った が,L25-3・8グ リ ッ ドで手 捏 ね 土 器,臼 玉,土 製 勾 玉 等 の 出 土 が 見 られ,

一 つ の 主体 部 が こ こに 存 在 した もの と考 え られ る
。 標 高 は4.OOmで あ り,出 土 遺 物 と して は,

土 師 器 の 甕 ・壼 ・甑 ・高坏 ・鉢,手 捏 ね 土 器 の碗 ・鉢,土 製 勾 玉,土 玉,土 製模 造 鏡,滑 石 製

臼 玉 で あ る。

SF20の 南 側 で は8基 の焼 土 跡 が 検 出 され て お り,円 形 又 は不 整 円 形 を呈 す る。 規模 は,直

径30～80cmで あ り,焼 土 の 厚 さは 中 央 部 分 で も10cmに 達 しな い 。 検 出面 の 標 高 は4.00m

で あ り,土 師 器 の 破 片 を含 有 す る ものが あ る。

SF21(第9図)

調 査 区 の東 部 で 出土 した土 師器 を中心 とす る祭 祀 跡 で あ る。 出土 遺 物 の多 くは細 片 で あ り,

出土 の形 態 はL26-2・7グ リ ッ ドを 中 心 と し北 東 方 向軸 に 顕 著 で あ る。 主 体 部 と考 え られ る

L26-2・7グ リ ッ ド周 辺 か らは,炭 化 した木 の実 が 多 量 に出 土 して い る 。標 高 は3.70m前 後

で あ り,出 土 遺 物 は土 師 器 の 甕 ・壼 ・鉢 ・高坏,須 恵 器 の坏 ・★ ・甕,手 捏 ね土 器 の碗,滑 石

製 の 臼玉 等 で あ る 。

SF21の 西 側L26-6グ リ ッ ドの 標 高4.OOmか らは,3cm大 の小 石 を直 径50cmの 円形 に

敷 き詰 め た 祭 祀 遺構 や 直 径 約50cmの 円 形 を呈 す る焼 土 跡 を,須 恵 器 の★ 等 の 遺 物 と供 に検 出

す る。(藤 方)
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2)出 土遺物

SF19(第10図1～22)

祭 祀 遺 物(1～4)

1～4は 滑 石 製 臼 玉 で 径5mm,厚3mm,孔 径2mm程 の もの で あ る。

須 恵 器(5～12）

5,6は坏 蓋 で5の 口 径 が14.Ocm,6は12.4cmを 各 々 測 る 。 共 に天 井 部 は 欠 損 す る 。6は

口縁 が や や 長 く内 湾 気 味 で あ る。7,8は坏 身 で あ る。 共 に や や 深 い もの で,8の た ち あ が り高

は や や 高 く,受 け 部 は水 平 に の び,口 唇 部 が 内 傾 して段 を有 す る。9は 高坏 の脚 部 で あ る。 裾

部 は余 り開 かず,円 孔 の 透 しを有 す る。10は★ で 円孔 部 分 は欠 損 す る。体 部 に や や 張 り を持 ち,

口頸 部 は開 く,11は 甕 の 口縁 部 破 片 で あ る。 口縁 は外 反気 味 で,端 部 が 受 口状 を呈 す る。12

は壼 で あ る。 口径17.8cm,胴 径30.2cm,器 高29.Ocmの 大 型 の もの で あ る。 底 部 は丸 底 で

体 部 が 強 く張 り球 胴 型 を呈 す る 。 口頸 部 に は凸 帯 を2条 巡 ら し,そ の 間 に波 状 文 を施 す 。胴 部

外 面 に は格 子 状 の叩 き,内 面 は ナ デ で あ る。

土 師 器(13～22)

13～16は 土 師 器 の 高坏 で あ る。13は坏 部 で 底 部 に は段 を有 す る 。14～16は 脚 部 で14は 裾

が や や 立 ち 上 が り,15,16は 平 坦 で あ る 。16の 脚 は短 い 柱 状 を呈 す る。17～21は 甕 で あ る 。

17,20は 小 型 の もの,21は 口径33.4cmを 測 る 大 型 の もの で あ る。17は 余 り胴 部 に張 りが み

られず,20は 頸 部 が くび れ な い もの の 胴 部 は丸 味 を持 つ 。22は 甑 で あ る。 単 孔 式 の もの で,

底 部 は丸 味 を持 ち,体 部 は直 線 的 に 開 く。 口縁 は 欠損 す る。

SF20(第11,12図1～72)

祭 祀 遺 物(1～44)

1～26は 滑 石 製 臼 玉 で あ る。27～29は 土 製 勾 玉 で28は や や 大 型 の 分 類 に入 り,尾 は欠 損 す る。

29は 頭 部 が 欠 損 す る もの の 部 分 的 に孔 が 残 存 して い る。30,31は 土 製 模 造 鏡 で あ る。 共 に や

や 楕 円 形 を呈 し,鈕 部 分 は や や 高 く孔 を有 す る。32～37は 土 製玉 で あ る。 そ の 中 で32は 小 型

の もの で あ る。38～44は 手 捏 ね 土 器 で あ る。38～40は や や 小 型 の もの で,38はIB類,39,

40はIC類 に含 ま れ る。41～44は や や 大 型 の もの で,41～43は 平 底 で あ る。41はⅡB類 ,42

はⅡC類,43はⅣB類 に含 まれ る 。44は壼 型 を呈 す る。

須 恵 器(45～52)

45～48は坏 蓋 で あ る。45は 他 の も の に 較 べ 天 井 部 は や や 低 く,口 縁 は 垂 直 に 下 りる。47,

48は 稜 線 が短 か く凹 線 を有 す る。49～51は坏 身 で あ る。 共 に底 部 は丸 味 を持 ち,49は 受 部 が

水 平 にの び端 部 を丸 く納 め,た ちあ が りは内 傾 して外 反 気 味 に立 ち上 が って い る。50,51の た

ちあ が りは 欠損 す る。52は 高坏 で 脚 部 は 欠損 す る。 体 部 に 凹線 を巡 らせ,そ の 上 に5条1単
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第8図 SF19 遺物出土状況図
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第9図 SF21遺 物出土状況図
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位 の 波 状 文 を施 す 。

土 師 器(53～70)

53～56は 碗 で あ る 。53,54は 丸 底 気 味 の もの で,55,56は 平 底 気 味 の もの だ が,55は 深 く,

56は 浅 くや や 小 型 の もの で あ る 。57～59は 脚 付 碗 で あ る。57の 脚 は 短 か く,58,59は 脚 部 が

長 くの び る。60,61は 高坏 の 脚 部 で あ る。60の 裾 部 は 立 ち上 が り,61は 平 坦 で 脚 は や や柱 状

を呈 して い る。62～65は 壺 で あ る 。62は 小 型 の 胴 部 が 強 く張 る もので,頸 部 が くび れ,口 縁

が 直 立 す る。65は 口径14.8cmを 測 る大 型 の もの で 胴 部 が 強 く張 り,口 縁 が 内湾 気 味 に直 立

す る。66～69は 甕 で あ る。69は 胴 部 が 張 る もの で,他 はⅡ類 に含 まれ る 。70は 甑 のつ ば 部 分

と考 え られ る 。

石 器(71,72)

71,72は 叩 き石 と擦 石 で 共 に赤 色 顔 料 が 付 着 す る。

SF21(第13～16図1～90)

祭 祀遺 物(1～22)

1～11は 滑 石 製 臼玉 で あ る。12は 長 さ2.1cm,最 大 径O.6cmの 小 型 の 土 製 品 で あ る が,使

用 用 目途 等 は不 明 で あ る。 形 状 はや や 土 製 錘 に似 る もの の,孔 は 有 しな い 。13,14は 土 製 玉 で

や や い びつ で あ る。15は 管 状 の土 製 錘 で あ る 。16～22は 手 捏 ね土 器 で あ る。16～19は や や 小

型 の もの で,20～22は 体 部 に丸 味 を持 ち,口 縁 部 が や や くびれ る。22は や や 大 型 の もの で あ る。

須 恵 器(23～38)

23～26は坏 蓋 で あ る。23,24は 天 井 部 は や や 低 く,26は 天 井 部 に 丸 味 を持 ち,稜 は 凹 線 に

よ り作 り出 され て い る 。27～33は坏 身 で あ る。29の 口径 は12.Ocm,30は11.6cmを 測 り,

他 の もの は10cm強 の もの で あ る。 共 に底 部 は丸 底 で 回転 ヘ ラ ケ ズ リ を行 い,受 け部 を有 し,

た ち あ が りは外 反 気 味 に立 ち 上 が る。34は 高坏 で あ る。 脚 部 は 欠 損 す る 。坏 体 部 に 凹 線 を巡

ら し,6～7条1単 位 の 波 状 文 を施 して い る。35,36は★ で あ る。35は 体 部 及 び 口頸 部 に も波

状 文 を施 して い る。36は★ の 口頸 部 と考 え られ,頸 部 及 び 口縁 に波 状 文 を施 して い る 。37,38

は 甕 の 口 縁 部 破 片 で あ る。37は 口唇 部 外 面 に 凹 帯 を巡 ら し,口 頸 部 に 凸 帯1条 を巡 らせ,そ

の下 に波 状 文 を施 す 。38は 凸 帯2条 を巡 ら し,口 縁 は ラ ッパ 状 に 開 く。

土 師 器(39～88)

39～50は 碗 で あ る。39～42はⅡA1類 に含 まれ,底 部 が 丸 底 で 体 部 は丸 み を持 ち,口 縁 が

直 立気 味 に立 ち 上 が る もの で あ る。43～46はⅡA2類 で 口 縁 が 僅 か に内 湾 す る もの で あ る 。

47は 口縁 端 部 が 僅 か に外 反 す る。48,49は 底 部 が や や 尖 り気 味 で あ る 。50は 口 径16.Ocmを

測 り,や や 大 型 で底 部 は平 底 で あ る 。51～54は 鉢 で あ る。51は 外 面 に タ タキ 目が み られ る。

他 の もの は 主 に指 頭 に よ る整 形 で あ る。 器 形 は51,53は 体 部 が 開 く も の で,52,54は や や 開

く もの で あ る。55～57は 脚 付 碗 で あ る。55は 脚 部 を 欠損 し,体 部 は 直線 的 に開 く。56,57は
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口縁 部 を欠損 す る。56の 脚 部 は短 か く,57は 長 く開 く もの で あ る 。58～66は 高坏 で あ る。58

は脚 部 裾 は立 ち上 が り,坏 底 部 に段 を有 し,坏 部 と脚 部 の 接 合 は玉 状 の粘 土 塊 に よる 。59～63

は坏 部 で 脚 部 は欠 損 す る。59,60は坏 底 部 に段 を有 し,61～63は 稜 とな る もの で あ る。65,66

は脚 部 で あ る 。 共 に裾 は立 ち上 が る もの の,65の 脚 は 短 か い 。67～71は壼 で あ る。67は 器 高

9.6cmの 小 型 の もの で,体 部 が 張 り口縁 が や や 開 き気 味 に 立 ち上 が る 。69は 器 高26.6cmを

測 る や や 大 型 の もの で,体 部 は張 り,口 縁 が 内 湾 気 味 に直 立 す る。70は 口縁 が僅 か に 開 い て

直 立 す る。71は や や 大 型 の もの で 口縁 は や や 長 く外 傾 す る。72～87は 甕 で あ る 。72,73,80

は小 型 の もの で あ る。72,73は 体 部 に 丸 味 を持 た ず,口 縁 が 「く」 字 状 に外 傾 す る。74は 小

さな平 底 の底 部 よ り体 部 は余 り丸 味 を持 た ず,頸 部 も くび れず に 口縁 は や や 長 く緩 や か に外 傾

す る。外 面 の整 形 は 平 行 タ タキ → ハ ケ,内 面 整 形 はハ ケ→ ナ デ で あ る 。75は 小 型 甕 に含 まれ

る もの の,や や大 きい もの で,体 部 は丸 味 を持 たず 頸 部 も くび れず に 口縁 は僅 か に外 傾 す る。

外 面 に ハ ケ 目が み られ る。77～79は 体 部 が や や 張 る もの で 整 形 は 主 に指 頭 とナ デ で あ る。80

は 器 高14.8cmの 小 型 の もの で 体 部 は や や 張 る。82,83は 共 に 体 部 が 強 く張 る もの で,83は

頸 部 が 強 く くび れ る 。85は 口縁 が や や 長 く直 立 す る もの で あ る。88は 甑 で 口縁 部 が 欠損 す る 。

丸 底 の単 孔 式 の もの で,体 部 は や や 丸 味 を持 ち,直 線 的 に僅 か に 開 く。

石 器(89,90)

89は 叩 き石 で 表 裏 面 共 に 中央 部 に敲 打 痕 が み られ,端 部 に赤 色 顔 料 が付 着 す る。90も 赤 色

顔 料 が付 着 す る もの の,敲 打 痕 は顕 著 に認 め られ な い。(前 田)
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第10図SF19出 土遺物実測図
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第11図 SF20出 土遺 物 実 測 図(1)
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第12図 SF20出 土 遺 物 実 測 図(2)
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第13図 SF21出 土 遺 物 実 測 図(1)
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第14図 SF21出 土 遺 物 実測 図(2)
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第15図 SF21出 土 遺 物 実測 図(3)
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第16図SF21出 土遺物実測図(4)
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第4節 中 ・近世

1)検 出遺構

中世 の遺 構 検 出面 は 第V層 の上 部 で あ る。 遺構 は調 査 区 の北 西 部 分 で集 中 が 顕 著 で,柱 穴 の

多 くに切 り合 いが 見 られ る 。確 認 され た堀 立柱 建 物 は8棟 で あ っ た。 そ の他 に屋 敷 墓 とみ られ

るSK2や 掘 立柱 建 物 に伴 う溝 状 遺 構SD1が 調 査 区 中 央 部 にお い て,耕 地 灌 漑 用 と考 え られ る

溝 状 遺 構SD2が 調 査 区 東 部 で北 東 か ら南 西 方 向 に検 出 され た 。 遺 構 の残 存 状 況 は調 査 区 の 北

部 で は比 較 的 良好 で あ った が,南 部 及 び東 部 で は遺 構 や 包 含 層 が 中世 以 降 の耕 作 等 に よ り削 平

を受 け て い た(第17図)。

SB1(第18図)

調 査 区北 西 部 に位 置 す る。K24-25・L24-5グ リ ッ ドを 中心 に検 出 され た。 規 模 は桁 行4

間7.20m,梁 間2間3.60mで あ り,棟 方 向 はN-46゜-Eで あ っ た。SB1を 構 成 す る柱 穴 は

直 径25～50cmの ほ ぼ 円形 で あ り,そ の 多 くは40cm程 度 の 深 さ を持 つ 。 埋 土 は黒 褐 色 土 で あ

る。 そ れ ぞ れ の柱 穴 の 傍 に柱 穴 が存 在 す る事 か ら,1回 以 上 の建 て 替 えが あつ た もの と考 え ら

れ る。 出土 遺 物 は,土 師器 ・瓦 質 土 器 の 破 片 や 砥 石 で あ る。

SB2(第18図)

調 査 区 北 西 部 に位 置 す る。K24-25・L24-5グ リ ッ ドを 中心 に検 出 さ れ た。 規 模 は桁 行3

間7.20m,梁 間2間4.OOmで あ り,棟 方 向 はN-52゜-Eで あ っ た。SB2を 構 成 す る柱 穴 は

直 径40cmの ほ ぼ 円 形 で あ り,30～60cmの 深 さ を持 つ 。 埋 土 は黒 褐 色 土 で あ る。 そ れ ぞ れ の

柱 穴 に 隣 接 して柱 穴 が 存 在 す る,特 にP8,P10で は 各 々3個,4個 の柱 穴 が 相 接 して切 り合

い が見 られ,数 回 の建 て 替 えが 行 わ れ た もの と考 え られ る。 出土 遺 物 は,土 師 器,瓦 質 土 器 の

鍋 等 の破 片 が み られ た 。

SB3(第18図)

調 査 区北 西 部 に位 置 す る。K24-25・K25-21グ リ ッ ドを 中心 に検 出 され た 。 規 模 は調 査

区 北 壁 に よ っ て 遮 られ て全 体 を確 認 す る に は 至 ら な か っ た が,桁 行3間5.20m,梁 間2間

4.40mで あ り,棟 方 向 はN-43゜-Wで あ った 。SB3を 構 成 す る柱 穴 は 直 径30cmの ほぼ 円形

で あ り,そ の 多 くは40cm程 度 の深 さ を持 つ 。 埋 土 は黒 褐 色 土 で あ る 。建 て 替 え等 の痕 跡 は認

め られ な か った 。 出 土 遺 物 は土 師 器 杯 や瓦 質 土 器 の破 片 で あ る。

SB4(第18図)

調 査 区北 西 部 に位 置 す る 。L24-5・L25-1グ リ ッ ドを 中 心 に検 出 さ れ た 。 規 模 は桁 行3

間6.40m,梁 間2間4.OOmで あ り,棟 方 向 はN-42゜ －Wで あ っ た。SB4を 構 成 す る柱 穴 は

直 径30cmの ほ ぼ 円 形 で あ り,40～60cmの 深 さ を持 つ 。 埋 土 は 暗 褐 色 土 で あ る。P1,P2,

P3,P4,P7の そ れ ぞ れ で 隣接 す る柱 穴 を持 ち,1回 以 上 の 建 て 替 え が あ っ た もの と考 え ら
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第18図SB1～4実 測 図
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第17図 中･近 世遺構全体配置図
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れ る 。 出土 遺 物 は,鎬 蓮 弁 紋 を持 つ 青 磁 碗,土 師 器 の皿 や鍋,瓦 質土 器 の破 片,土 錘 な どで あ

る 。

SB5(第19図)

調 査 区 北 西 部 に位 置 す る。K24-25グ リ ッ ドを 中心 に検 出 さ れ た 。SB5の 規 模 は棟 方 向 を

N-16゜-Wと す る と,桁 行2間3.20m,梁 間3間4.00mで あ る 。SB5を 構 成 す る柱 穴 は 直

径25～40cmの ほ ぼ 円形 で あ り,そ の 多 くは40cm程 度 の 深 さ を持 つ 。 埋 土 は黒 褐 色 土 で あ る。

P2,P3,P5,P6に お い て 隣 接 す る柱 穴 の存 在 を確 認 す る。 出土 遺 物 は鎬 蓮弁 紋 を持 つ 青

磁 碗,土 師器 の杯,瓦 質 土 器 の破 片 で あ る。

SB6(第19図)

調 査 区 東 側 の北 壁 際 に位 置 す る 。K25-19グ リ ッ ドを 中 心 に検 出 され た 。SB6の 規 模 は棟

方 向 をN-47゜ －Wと す る と,桁 間2間4.00m,梁 間2間2.80mで あ る。SB6を 構 成 す る柱

穴 は 直径30cmの ほ ぼ 円形 で あ り,深 さ30～50cmで あ る。埋 土 は黒 褐 色 土 で あ る。 明 らか な

建 て 替 えの 痕 跡 は認 め ら れ な い が,P5に は 隣 接 す る柱 穴 が存 在 す る。 出土 遺 物 は青 磁,土 師

器 の鍋,瓦 質土 器 の鍋 の破 片 や砥 石 が あ る。

SB7(第19図)

調 査 区 中 央 の 北 部 に位 置 す る。K25-23グ リ ッ ド を 中心 に検 出 され た 。 規 模 は桁 行4間

6.40m,梁 間3間5.20mで あ り,棟 方 向 はN-42゜-Wで あ る 。SB7を 構 成 す る柱 穴 は 直径

25～40cmで あ り,深 さは15～40cmで あ る。 埋 土 は 暗褐 色 土 で あ る。 出 土 遺 物 は東 幡 系 須 恵

器 の片 口,土 師器 の鍋 や杯,瓦 質 土 器 で あ る。

SB8(第19図)

調 査 区 中央 部 に位 置 す る。L25-9グ リ ッ ドを中 心 に検 出 され た。 規 模 は桁 行3間5.00m,

梁 間2間3.60mで あ り,棟 方 向 はN-40゜-Wで あ る。SB8を 構 成 す る柱 穴 は直 径30～50cm

で あ り,深 さ10～40cmで あ る。埋 土 は黒 褐 色 土 で あ る。SB8の 北 側 に 梁 の 柱 穴 に 対 応 す る

様 柱 穴 が存 在 す る事 か ら建 て 替 えの 可 能 性 も考 え られ る。 出土 遺 物 は,土 師器 の鍋,瓦 質 土 器

の破 片 で あ る 。

調 査 区 の北 西 部 に は全 柱 穴 の 約3分 の2が 集 中 し,柱 穴 の切 り合 い が多 くみ られ る 。 同 時期

に 数棟 の住 居 が 存在 した にせ よ,比 較 的 長 期 に亘 って こ の位 置 を 占 め て い た もの と思 わ れ る。

掘 立 柱 建 物 の 棟 方 向 に お い て は,N-50゜-EとN-42゜-Wと に 大 き く分 け る事 が で きる 。柱

穴 の切 り合 い を観 察 す る と前 者 の 方 が や や 古 い もの と思 わ れ る。

SD1(第17図)

調査区の北西部,今 回検出した柱穴群の南端に位置する。住居を区画する溝か,北 側に隣接

する土壙墓 と関係あるものと考えられる。L25-1,L25-6グ リッドを中心に検 出された。

北東から南西に流れる溝である。規模は幅が約40cmで あり,深 さは中央部分で約10cmで あ
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第19図SB5～8実 測 図
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第20図　 SD2　 実測図
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った。南西側は試掘調査時に撹乱を受けたため検出できなかった。北西側は溝の痕跡を確認す

ることはで きず,人 為的に掘削 されたSD1は ここを端部 とする。出土遺物 は土師器の羽釜,

瓦質土器のコネ鉢や碗,常 滑焼の甕の体部破片が出土 している。この常滑焼の甕はSK2か ら

も同一個体のものと思われる破片が出土 している。埋土は黒褐色土である。

SD2(第20図)

調査区の東側で検出する。K27-11グ リッドより南西に向いL26-12グ リッドに達する溝

である。北東側の端部は極 く細 く検出された。北東部における溝幅の減少はこの溝本来の状況

とは考えられず,中 世以降の削平によるものと思われる。幅は確認で きた部分で最大2.40m,

深 さ約30cmを 測る。溝内には30cm大 の礫が多 く存在する。埋土は灰褐色土であり,底 部に

鉄分の沈澱層が存在する。底面はやや複雑な様相 を呈 している。自然流路 と言 うよりは人工的

第21図SK2実 測図
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灌漑用水路 もしくは,住 居地を区割する目的の溝 と考えられる｡出 土遺物は土師器の杯,須 恵

器の甕体部,常 滑焼の甕体部破片等が出土 している｡

SK2(第21図)

 調査区北西部で柱穴群の南端にあ り,同 時期の埋土を有するSD1の 北隣に位置す る｡L25

-1
,L25-6グ リッドを中心に検出 した｡可 成 り鋭い角 を持つ方形のプランを呈 し,長 軸約

1.60m,短 軸1.2Omで あり,軸 方向はN-48°-Eで ある｡東 壁と西壁の半ばに段部を有 し二

段掘 りの様相を呈する｡検 出時の埋土は黒褐色土である｡土壙 内はやや東に片寄 り遺物等を出

土する｡壙 内より検出 した石は5cm程 度のものか ら最大で4Ocm程 度あ り,部 分的に熱を受

けた痕跡を有する｡こ れらの石は3個 程の大きな石を割ったものであり,断 面に熱による変化

がみられない事から,埋 葬時に破砕 され埋められたもの と思われる｡石 と共に燃料として使用

されたと思われる炭化 した木片も多 く出土 している｡土壙 の底面では1～2cmの 炭の堆積がみ

られた｡出 土遺物は,青 磁の碗,白 磁,土 師器の鍋,瓦 器の椀,常 滑焼の甕等の破片が出土 し

ている｡こ の内,青 磁碗,土 師器鍋は埋葬時に砕かれて埋められたものと思われる｡

集石I(第22図)

 調 査 区西 端 で 検 出 され た河 原 石 の集 中部 分 で

あ る｡L24-18,19か ら24グ リ ッ ドに 亘 っ て

半 円 の形 態 を呈 して い た｡1O～2O cm大 の石 が

多 くを 占め て い る｡標 高4.50mか ら5.00m内

で 約 千 個 余 りの 石 を検 出す る｡西 壁 の外 側 に も

続 く もの と思 われ るが,掘 り込 み等 の プ ラ ンは

検 出 で き な い｡遺 物 と して は瓦 の 出土 をみ る｡

炉跡I(第23図)

 調 査 区 中央 部 に 位 置 す る｡L25-10グ リ ッ

ドを中 心 に検 出 す る｡規 模 は長 径1.00m,短

径0.60mの 楕 円 形 を呈 し,検 出 面 よ り中央 部

で8cmの 深 さ を測 る｡長 軸 方 向 はN-46°-W

で あ る｡主 た る埋 土 は焼 土,炭 を含 む褐 色 土 で

あ り,部 分 的 に炭 化 物 が 底 面 に見 られ る｡検 出

時 の 標 高 は4.85mで あ る｡

第22図 集石平面実測図

炉跡Ⅱ(第24図)

調 査 区 中央 部 や や 東 寄 りに位 置 す る｡K26-22グ リ ッ ドで検 出 され た｡長 径1.00m,短 径
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第23図 炉跡I実 測図 第24図 炉跡Ⅱ実測図

O.80mの 楕 円形 を呈 し,深 さ8cmを 測 る 。 長 軸 方 向 はN-33゜-Wで あ る。 主 た る埋 土 は褐

色 土 で あ り,焼 土 と炭 化 物 を混 入 す る。 検 出 時 の標 高 は4.75mで あ る 。(藤 方)

石 列I(第17図)

調 査 区 中央 部 に位 置 す る。K25-19,24グ リ ッ ドを 中心 に検 出 され た 。標 高5.OOmに お い て,

最 大 で30cm大 の 礫 を有 す る。 石 列 の 方 向 はN-40゜-Wで あ り,幅 は1mを 越 え な い。 水 田

の畦 等 に使 用 さ れ た もの か,中 世 の掘 立柱 建 物SB7に 伴 う もの と も考 え られ る 。 同 時 に 出土

した遺 物 は,土 師 器 の鍋,羽 釜,常 滑 焼 の 甕体 部 破 片 が 出 土 して い る。

2)出 土遺物

柱穴群からの出土遺物(第25図1～6,9～11)

1は 常滑焼の大甕口縁部破片であ り,P1か らの出土である。口縁部が肥厚 し端部に凹線状

の窪みを持つN字 状口縁を呈する。常滑編年の第IV期 に相当する。

2,3,5,6は 土師器の小皿であ り,そ れぞれP2,P3,P4,P5か らの出土である。2,3は

底部外面に回転糸切 り痕を持ち,体 部は口縁端部に向って直線的に立ち上がる。5は 回転台成

形であり,底 部端から直線的に口縁端部に向って立ち上がる。6は 手づ くね成形であり,底 部

から内湾気味に立ち上が り口縁端部に至 る。口縁端部外面で撫でによる面を成す。

9,10は 土師器の杯であ り,P6か らの出土である。9は 体部が底部端から内湾気味に立ち上
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が り口縁部でやや外反する。内面 にロクロ目を残す。10は 回転台成形であ り,体 部 は直線的

に立ち上がる。

11は 口禿の皿であり,P7か らの出土である。平坦な底部から体部は直線的に立ち上が り口

縁端部で外傾する狭い面を成す。空色 を帯びた白色 を呈す。

SB7(第25図4)

4は 土師器の小皿であ り,SB7を 構成する北東隅のP1か らの出土である。底部外面に回転

糸切 り痕を持つ。体部は口縁部に向って直線的に立ち上が り,端 部を丸 く修める。

SD1(第25図16,17)

SD1か らの出土遺物で実測できたものは以下の2点 である。

16は,土 師器の手捏ね土器である。内面に指頭による縦方向の撫でがみ られ,外 面の一部

に煤の付着が認められる。古墳時代祭祀跡から出土の ものと同形態 と思われる。17は 東幡系

のコネ鉢である。体部はやや内湾気味に立ち上が り,口 縁部で外反 し端部を摘み上げる。

SK2(第25図15,19～23)

15は 土師器の鍋である。体部は内湾気味に立ち上が り,口 縁部でやや外反する。口縁端部

は外傾する面 を成す。内面は横方向の刷毛,外 面は縦方向の刷毛を施す。備前型の鍋である。

19は 白磁の碗であり,IV類 に相当するものである。体部 はやや内湾気味に立ち上が り,口 縁

部で玉縁状を呈する。20～23は 何れ も龍泉窯系の青磁碗である。体部外面に鎬蓮弁紋を持つ。

19は 内面に孔雀を表す と思われる模様を見る。

遺構外の出土遺物(第25～27図12～14,18,24～42)

7,8は 土師器の杯である。8は 底部外面に回転糸切 り痕を持つ。12は 土師器の皿である。口

縁部で外反する。13・14は 土師器の椀 と杯である。双方共底部外面 に箆切 り痕のある円盤高

台を持つ。18は 底部外面に回転糸切 り痕のある東幡系鉢である。28は 伊万里焼の盤である。

内面に笹葉の模様 を見る。29は 瓦質土器のこね鉢である。30は 瓦質の風炉である。法貴寺遺

跡出土の風炉と同形態のもので,口 縁部外面 に雷紋を施す。31～34は 羽釜である。31・32は

土師器であり和泉 ・河内型のものである。33は 土師器であ り,34は 須恵器の焼 き上が りを呈

したものである。35は 土師器の甕である。36は 備前型の鍋である。37・38は 滑石製の石鍋で

ある。37は 体部が内湾するものであり,38は 直線的に外上方に立ち上がるものである。24～

27は 土錘である。39～42はIV層 より出土の砥石である。39～41は 泥質砂岩製,42は 泥岩製で

ある。(藤 方〉

-49-



第25図 中 ・近 世 遺 物 実 測 図(1)
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第26図 中 ・近 世 遺 物 実 測 図(2)
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第27図 中 ・近世遺物実測図(3)
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第4章 総 括

縄文時代については晩期の中村Ⅱ式に含 まれる刻み目突帯文土器が数点と,そ れに伴 うと考

えられる打製石斧が1点 出土 しているのみであり,遺 構の検出には致らなかった。弥生時代は

今回の調査では前期末 と考えられる高坏,そ して中期から後期にかけての甕類が出土 している。

これらは明確な遺構に伴って出土 したものではな く,炭 化物集中地点の周辺域から比較的纏 ま

って出土 したものである。青灰色粘土層中よりの出土であ り,文 化層の明確な分層は不可能で

はあったものの,そ れぞれ時期的差異により,若 干のレベル差があったことが看取 される。高

知県の西部地域に於いては,弥 生時代の該期の資料は少なく,今 後の検討にゆだねられる。

古墳時代については,前 年度に続き祭祀跡を3ケ 所検 出している。SFl9は 前年度の祭祀集

中地点の縁辺部にあたる。須恵器大甕を中心とし,須 恵器坏 ・蓋,★,高坏 及び土師器甕,高

坏,甑,そ して祭祀遺物臼玉で構成されている。SF20・21は 前年度調査区より上流域に新た

に祭祀跡が展開していることが判明している。共に広範囲に遺物が散在する状況を呈 してお り,

中心的な集中箇所は認められなかった。SF20の 構成遺物は臼玉,土 玉,土 製勾玉,土 製模造

鏡,手 捏ね土器等の祭祀遺物,須 恵器坏 ・蓋,土 師器碗,甕 等である。SF21に ついても同様

の器種で構成 されている。

中世の遺構は,調 査区の北部を中心に検出された柱穴群が主なもので,そ の数は200個 を越

える。この柱穴群の中から確認 された掘立柱建物は8棟 であり,面 積20m2 か ら30m2 をやや

越える規模であ り,そ の棟方向から,概 ね二時期に大別することができる。一つは北東方向に

主軸を持つものであ り,も う一つは北西方向に主軸を持つものである。前者は調査区の北西部

分で多 く検出され,一 棟の建物において数度の建て替えが行われ,尚 且棟方向を若干違えた建

物が重複することから,一 時期 と称 してもある期間を相当させねばならない。

この柱穴群の南側で検出されたのがSK2とSD1の 遺構であった。共にその長軸方向を北東

とするものである。火葬墓と考えられるSK2か ら出土 した遺物は,青 磁碗(第25図20～23),

白磁碗(同19),土 師器の鍋(同15),瓦 器椀 と常滑焼甕の破片等,で あった。この青磁碗は

鎬蓮弁紋を持つ龍泉窯系のものであ り,白 磁は第Ⅳ類 に属するものである。又,土 師器の鍋は

その形態から備前型の鍋に分類 される。以上の出土遺物から,こ の被葬者は生前にある程度経

済的に安定 した生活を送 っていた人物であったと考 えられ,13世 紀後半にこの土壙 に葬 られ

たものである。

SK2の 床面には一様 な炭の堆積が見 られるものの,土 壙内から出土 した遺物は全て破片で

あり,燃 料 として使用 されたと考えられる炭化 した木片や礫 と共に,無 秩序に土壙 に放 り込ま

れたものである。
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土壙内から出土 した土師器の鍋 も破片であるが,蔵 骨器 としての使用を目的としたものか,

被葬者の遺体の一部を覆うためのものと考えられる。

土壙の壁及び床面に熱 を受けた痕跡のないこと,明 確に人骨 と認められるものの出土がなか

ったことを加味すると,遺 体はSK2以 外の場所で荼毘に付 された後,骨 のみを選び出し他 に

葬 り,そ の他を副葬品と共に土壙内に埋めたものと考えられる。(藤 方 ・前田)
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写 真 図 版





写真1

調査前全景(北 より)

調査風景
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写真2弥 生時代

L26-18・19グ リ ッ ド内 出 土 土 器(北 よ り)

第5図5出 土状況 第7図36出 土状況

L25-14グ リ ッ ド内 出 土 土 器 L25-24グ リ ッ ド内 出 土 土 器
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写真3古 墳時代祭祀跡

SF19出 土 須 恵 器(第10図6) SF19出 土 土 師 器(第10図15)

SF19出 土 須 恵 器(第10図8) SF19遺 物 出土状況

SF19遺 物出土状 況(西 より)
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写真4古 墳時代祭祀跡

SF20遺 物 出土状 況(北 より)

SF20出 土 遺 物(第11図31,51) SF20出 土 遺 物(第11図30,41,44,53)

SF20出 土 遺 物(第11図42) SF20出 土 須 恵 器(第11図45〉
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写真5古 墳時代祭祀跡

SF21遺 物 出土状況(東 より)

SF21遺 物 出土状況(東 より)

SF21遺 物 出土状況(北 より)
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写真6古 墳時代祭祀跡

SF21出 土 遺 物(第14図70) SF21出 土 遺 物(第15図82)

SF21出 土 遺 物(第14図67) SF21出 土 遺 物(第13図18)

SF21出 土 遺 物(第14図59) SF21出 土 遺 物(第13図48)

SF21出 土 遺 物(第16図90) SF21出 土 遺物(第14図57,68)
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写真7中 世

1区 中世全景(西 より)

1区 中世全景(西 より)
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写真8中 世

2区 中世全景(西 より)

2区 中世全景(南 より)
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写真9中 世

SK2遺 物 出土状 況(南 より)

SK2出 土遺物(青 磁) SK2出 土 遺 物(青 磁 ・白磁)

SK2出 土遺物(白 磁) SK2完 掘 状 況(西 よ り)
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写真10中 世

SD2全 景(東 よ り)

SD2全 景(北 より)

SD2遺 物 出土状況(西 より)

-70-



写真11縄 文 ・弥生時代遺物

第4図1 第4図2

第5図3 第5図4

第5図12 第6図20

第6図18 第6図28
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写真12弥 生土器

第6図29 第6図30

第7図31 第7図32

第7図34 第7図36

第7図40
第7図42
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写 真13SF19

第10図1～4 第10図5 第10図6

第10図7 第10図8 第10図9

第10図10

第10図13 第10図17 第10図18

第10図12 第10図20
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写 真14SF20

第11図1～31

第11図38～40 第11図41,42

第11図45 第11図46 第11図47

第11図48 第11図49 第11図50
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写真15SF20

第11図51 第11図52 第11図53

第11図54 第11図55 第11図56

第12図57 第12図58 第12図61

第12図62

第12図67 第12図69 第12図64

第12図70 第12図71 第12図72
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写 真16SF21

第13図16～19

第13図1～15 第13図20～22

第13図23 第13図24 第13図26

第13図27 第13図28 第13図30

第13図34 第13図35 第13図36

第13図37 第13図40 第13図48
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写 真17SF21

第14図51 第14図52 第14図53

第14図54 第14図57 第14図67

第14図58

第14図68 第14図69

第16図89

第14図70 第15図71 第16図90
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写 真18SF21

第15図74 第15図77

第15図78 第15図79

第15図80 第15図82

第16図84 第16図88
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写 真19中 ・近世

第25図2 第25図3 第25図4

第25図5 第25図9 第25図10

第25図11 第25図12 第25図13

第25図18 第25図19 第25図20

第25図21 第25図22 第25図23

第26図24～27 第27図40 第27図41
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